
安
全
で
安
心
な
社
会
を
持
続
す
る
上
で
、
非
破
壊
検
査
が
担
う
役
割
は
大
き
い
。

身
の
回
り
に
あ
る
携
帯
電
話
な
ど
の
小
さ
な
電
子
機
器
か
ら
、
ビ
ル
な
ど
の
構
造

物
、
大
き
な
発
電
プ
ラ
ン
ト
や
航
空
機
に
至
る
ま
で
、
日
々
、
至
る
所
で
非
破
壊
検

査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
経
済
的
な
損
失
の
み
な
ら
ず
、
時
に
は
大
切
な
人
命
を
も
脅

か
す
大
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
非
破
壊
検
査
の
重
要
性
と
、
そ
の
社
会
的
意
義

は
極
め
て
大
き
い
。

高
精
度
か
つ
迅
速

超
音
波
法
、
世
界
的
普
及
の
兆
し

莫
大
な
社
会
的
、
経
済
的
　
　
昨
今
、
発
電
プ
ラ
ン
ト
を
　
え
る
フ
ェ
ー
ズ
ド
ア
レ
イ
超

損
失
を
も
た
ら
す
事
故
を
未
　
は
じ
め
と
す
る
各
種
基
盤
設
　
音
波
法
が
、
世
界
的
に
普
及

然
に
防
ぐ
べ
く
、
事
故
に
つ
　
備
の
高
経
年
化
が
世
界
的
に
　
し
は
じ
め
て
い
る
状
況
に
あ

な
が
る
要
因
を
事
前
に
察
知
　
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
大
型
　
る
。
ま
た
、
従
来
の
定
期
検

す
る
た
め
の
技
術
が
非
破
壊
　
設
備
の
非
破
壊
検
査
で
は
、
　

査
に
加
え
て
、
重
要
個
所
を

校
査

で
あ
る
。
わ
が
国

で
　
よ
り
広
範
囲
を
高
精
度
に
検
　
常
時
監
視
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン

は
、
日
本
非
破
壊
検
査
協
会
　
査
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
　
グ
技
術
も
今
後
ま
す
ま
す
重

（
Ｊ
Ｓ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
）
が
、
非
破
　
き
て
お
り
、
手
法
の
高
精
度
　
要
と
な
る
。

壊
検
査
技
術
に
関
す
る
学
術
　
化
に
加
え
て
、
さ
ら
な
る
検
　
　
一
方
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

活
動
と
、
非
破
壊
検
査
技
術
　
査
効
率
の
向
上
が
大
い
に
重
　
―
分
野
で
は
、
走
査
型
プ
ロ

者
の
資
格
認
証
活
動
を
行

っ
　
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
高
精
　
―
ブ
顕
微
鏡
を
用
い
た
さ
ま

て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
度
か
つ
、
迅
速
に
検
査
が
行
　
ざ
ま
な
非
破
壊
検
査
技
術
の
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図 2 日 本 非 破 壊 検 査 協 会 に お け る学 術 組 織 の再 編

安全 ・安心な
社会を支える

学‐術活動1発1展に1期待
重要性を広く社会に啓もう

非
破
壊
検
査
に
関
す
る
国

際
的
な
学
術
会
議
と
し
て
、

世
界
非
破
壊
試
験
会
議

（
Ｗ

Ｃ
Ｎ
Ｄ
Ｔ
）
が
４
年
ご
と
に

開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
８

月
に
中
国

・
上
海
で
開
催
さ

れ
る
会
議
で
第
１７
回
を
数
え

る
。
ま
た
、
０９
年
１１
月
に
は

第
１３
回
ア
ジ
ア

・
太
平
洋
非

破
壊
試
験
会
議

（
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｎ

Ｄ
Ｔ
）
が
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ

て
お
り

（
図
１
）
、
特
に
近

年
、
非
破
壊
検
査
に
関
す
る

話
題
が
ア
ジ
ア
に
集
ま

っ
て

き
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

さ
て
、
同
協
会
で
は
、
学

術
活
動
の
活
性
化
と
多
様
化

す
る
社
会
的
ニ
ー
ズ

ヘ
の
対

応
を
目
的
に
、
従
来
の
稚
割

り
の
分
科
会
方
式
お
よ
び
特

別
研
究
委
員
会
か
ら
な
る
学

術
部
門
を
図
２
に
示
す
八
つ

の
要
素
技
術
、
お
よ
び
四
つ

の
試
験
技
術
を
代
表
す
る
１２

の
専
門
委
員
会
に
再
編
す

る
。
個
人
会
員
の
専
門
委
員

会

へ
の
参
加
を
認
め
た
新
し

い
学
術
組
織
を
軌
道
に
乗
せ

る
こ
と
で
、
わ
が
国
に
お
け

る
非
破
壊
校
査
の
学
術
活
動

が
よ
り
活
発
に
な
る
も
の
と

大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

非
破
壊
検
査
技
術
者
の
認

証
数
は
、
０７
年
１２
月
現
在
で

６
万
８
５
５
３
件
に
達
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、
４
万
７

５
６
４
件
は
０３
年
に
開
始
し

た
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｚ
　
２
３
０
５

に
よ
る
認
証
数
で
あ
り
、
新

規
受
験
者
数
も
順
調
に
増
加

傾
向

に
あ

る
。
こ
の
こ
と

は
、
非
破
壊
校
査
技
術
者
に

対
す
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
高

勢
効
薙
Ｗ
疑
切
主
綻
軸
薇
嫁
一

る
た
め
の
基
幹
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

率禅熱
要舞技術

ン
輸
中
等
ン

ＡＰＣＮＤＴ

”
中
Ｗ

中

中
”

印

図
１
　
来
年
開
催

の
第
１３
国

ア
ジ
ア

・
太
平
洋
非
破
壊
試

験
会
議

（
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｎ
Ｄ
Ｔ
）

試験技術


